
算 数 科

【第６学年】 「□は，新規の内容」「波線 はスパイラルのため学年間で重複させる内容」

「下線 は学年間などで移行させる内容」

領域 内 容 具 体 的 な 取 扱 い 方
(1)分数の乗法，除法
・分数の乗・除
分数，小数の混合計算
など

Ａ

数

と

計

(2)小数，分数の計算の能
算 力の定着

・小数や分数の四則計算
の定着と活用

(1)概形とおよその面積

(2)円の面積
・円の面積の求め方
(小５から移行)

Ｂ

量

と

測

定

・「内容の取扱い」では，逆数を用いて除法を乗法の計算とし
てみることや，整数や小数の乗法や除法を分数の場合の計算
にまとめることも取り扱うものとする。
・分数の計算については，真分数をはじめ，仮分数や帯分数
を含むものも指導する。その際，いたずらに複雑な計算を指
導するのではなく，分数の計算を生活や今後の学習へ活用で
きるようにすることを重視する必要がある。特に，分数の乗
法及び除法については，帯分数よりも仮分数で表しておく方
が計算を進めやすくなるので，児童がそうした点に気付くこ
とができるように指導することも大切である。
・整数や小数の乗法や除法を分数の場合の計算にまとめるこ
とも指導する。例えば，

と分数の形にまとめて表すことができることである。
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・小数及び分数の四則計算については，第３学年から第６学
年に渡って指導してきている。第６学年では，小数及び分数
の四則計算について，計算の能力を定着させ，それを用いる
能力を伸ばすようにする。
・計算の能力には，計算の意味を理解することや，計算の仕
方を考えることなどが含まれる。計算を用いる能力には，基
礎的・基本的な計算の技能に習熟することや，計算を生活や
学習に活用することなどが含まれる。

・円の面積の求め方を考えるとき，はじめに面積の大
きさの見通しをもつことが大切である。そのために，
右の図を観察すると，円の面積は，一辺の長さが半径
に等しい正方形の面積の２倍と４倍の間にあることが
分かる。

・面積を求めるためには，例えば次のような考え方が
ある。
① 方眼に円を作図して，円の内側にある正方形の個数を
数えて，面積を求める方法。
右の図は，１目盛りが１cmの方眼紙に，

半径が10cmの円をかいたものである。
② 円を次の図のように等分して，並べ替え，
平行四辺形に近い形を作り，円の面積を求め
る方法。
この場合，等分を細かくしていけば，平行四辺形に近い形の

底辺は円周の長さの半分に，高さは元の円の半径に近づくこと
から円の面積は次のような式で表せる。
(円の面積)＝(平行四辺形の面積)

＝(円周)÷２×(半径)
ここで，
(円周)＝(直径)×(円周率)を使う
と，式は次のようになる。

(円の面積)＝(直径)×(円周率)÷２×(半径)
＝(半径)×(半径)×(円周率)

なお，「円周率は3.14を用いるものとする」と内容の取扱いで示して
いる。



領域 内 容 具 体 的 な 取 扱 い 方
(3)角柱及び円柱の体積
・ 角柱，円柱の体積の

求め方
(中学校から移行)

Ｂ
(4)速さ
・速さの意味及び表し方

量 速さの求め方

と

測 (5) メートル法の単位
の仕組み

定

(1) 縮図や拡大図
(中学校から移行)

Ｃ

図

形

・角柱，円柱の体積については，第５学年で指導した直方体，
立方体の場合の体積の求め方を基にして，これらの立体の体
積も計算によって求めることができることを理解することが
主なねらいとなる。
・直方体や立方体では，高さを１㎝に切った立体の体積をま
ず考えて，その体積を高さの分だけ倍にする考えを用いて体
積の公式を導き出した。この考えを用いて，角柱や円柱の体
積の求め方を考えることができる。
・直方体の体積を求める公式から類推して，角柱や円柱の体
積を求める公式を導くことができる。まず次のように直方体
での(縦)×(横)が(底面積)に当たるととらえる。
(直方体の体積)＝(縦)×(横)×(高さ)＝(底面積)×(高さ)

このことを基にして，一般化して角柱や円柱の体積を求める
公式を
(角柱や円柱の体積)＝(底面積)×(高さ)

という形でまとめることについても理解できるようにする。

・メートル法とその単位についてまとめ，その理解を深め，
測定においてこれらの単位を有効に用いることができるよう
にすることをねらいとしている。
・メートル法の特徴としては，十進法の仕組みによって単位
が定められていることや，基本単位を基にして組み立て単位
が作られる仕組みをもっていることなどあげられる。
・メートル法の基にしている単位

・面積や体積の単位は，長さの単位を基にした組立単位とし
て次の表のようにまとめられる。

ミリ(m) センチ(c) デシ(d) デカ(da) ヘクト(h) キロ(k)
1 １ １

１ 10倍 100倍 1000倍1000 100 10

長さの単位 １cm (10㎝) 1ｍ (10m) (100m) 1ｋｍ

面積の単位 １㎠ (100㎠) 1㎡
(100㎡) (100a) １㎢
１a １ha

体積の単位
１㎤ (1000㎤) 1㎥
１ 1k

・二つの図形が形も大きさも同じであるときに合同という。
縮図や拡大図は，大きさではなく形が同じであるかどうかの
観点から図形をとらえたものである。互いに縮図や拡大図の
関係にある図形については，その対応している角の大きさは
すべて等しく，対応している辺の長さの比はどこでも一定で
ある。
・縮図や拡大図をかく際は，次の図のように方眼の縦，横の
両方の向きに同じ割合で縮小，拡大したものを用いる場合や
一つの頂点に集まる辺や対角線の長さの比を一定にしてかく
場合がある。



領域 内 容 具 体 的 な 取 扱 い 方

・ 対称な図形
(中学校から移行)

Ｃ

図

形

(1) 比

(2)比例
・比例と 反比例
(中学校から一部移行)

Ｄ

数

量

関

係

(3) 文字を用いた式
(a，χなど)
(中学校から一部移行)

・対称性については，一つの図形について，線対称，点対称
の観点から考察する。線対称な図形とは，１本の直線を折り
目として折ったとき，ぴったり重なる図形を
さす。また，点対称な図形とは，一つの点を
中心にして180°回転したときに重なり合う図
形である。
このような線対称，点対称の意味について，

観察や構成，作図などの活動を通して理解で
きるようにし，線対称な図形，点対称な図形，
線対称でかつ点対称な図形でもある図形を弁
別するなどの活動を通して，図形の見方を深
めることが大切である。
対称性については，例えば第３学年で二等辺三角形は底辺

の垂直二等分線を折り目にして折り重ねたときにぴったり重
なるなど，具体的な操作に関連して着目してきている。第６
学年では，観察や構成，作図などの活動を通して，均整のと
れた美しさ，安定性など，図形のもつ美しさにも着目できる
ように指導する。

・反比例の関係について知り，比例についての理解を深める
ことをねらいとしている。反比例の意味として，次のような
ことをあげることができる。
① 二つの数量Ａ，Ｂがあり，一方の量が２倍，３倍，４
倍，・・・と変化するのに伴い，他方の数量は1/2，1/3，
1/4，・・・と変化し，一方が1/2，1/3，1/4，・・・と変
化するのに伴って他方は，２倍，３倍，４倍，・・・と変
化するということ。

② ①の見方を一般的にして，二つの数量の一方がm倍に
なれば，それと対応する他方の数量は1/m倍になるとい
うこと。

③ 二つの数量の対応している値の積に着目すると，それ
がどこでも一定になっているということ。

・指導に当たっては，比例と反比例を比較することが大切で
ある。反比例のグラフについては，児童が反比例の関係を満
足する幾つかの点をとったり，教師がグラフを示したりする
ことで，変化の様子を調べられるようにして，比例と反比例
の違いに気付けるようにする。

・第６学年では，数量を表す言葉や□，△などの代わりに，a，
χなどの文字を用いて式に表し，文字の使用に次第になれる
ことができるようにする。中学校数学とのなだらかな接続と
いう観点からも，簡潔に表すことができるなど，a，χなどの
文字を用いて式を表すことのよさを味わうことのできる素地
を養っておくことが大切である。
・指導に当たっては，□，△などについての理解の上に，□，
△などの代わりに a，χなどの文字を用いるようにする。その
際，数を当てはめて調べる活動などを通して，整数値だけで
なく，小数や分数の値も整数と同じように当てはめることが
できることに目を向け，数の範囲を拡張して考えることがで
きるように配慮する必要がある。



領域 内 容 具 体 的 な 取 扱 い 方
(4)資料の考察
・資料の平均
・ 度数分布を表すグラフ

Ｄ

数

(5) 起こりうる場合
量 (中学校から移行)

関

係

・資料がある範囲にわたって分布しているときに，資料全体
の分布の様子や特徴を分かりやすくするためには，度数分布
表や柱状グラフ(ヒストグラム)に表すとよいことを知らせ，
それらをかいたり読み取ったりできるようにする。
・度数分布表は，分布の様子を数量的にとらえやすくするた
めに，数量を幾つかの区間(階級という)に分けて，各区間に，
それに入る度数を対応させた表である。
・柱状グラフについては，各階級の幅を横とし，度数を縦と
する長方形をかいたものという程度の理解でよい。
・統計的な処理で大切なことの一つに，ねらいに合った資料
の整理がある。階級の幅をどのようにとるかなど，分類，整
理をうまく行うかどうかによって，資料の傾向や特徴がつか
みやすくなったり，つかみにくくなったりすることがあるの
で，このことについても配慮する必要がある。

・第５学年までの分類整理して考える活動の上に，第６学年
では，起こりうるすべての場合を適切な観点から分類整理し
て，順序よく列挙できるようにすることをねらいとしている。
・起こりうる場合を順序よく整理して調べるとは，思いつく
ままに列挙していたのでは落ちや重なりが生じるような順序
や組み合わせなどの事象について，規則に従って正しく並べ
たり，整理して見やすくしたりして，誤りなく全ての場合を
明らかにすることを指している。
・指導に当たっては，結果として何通りの場合があるかを明
らかにすることよりも，整理して考える過程に重点をおき，
具体的な事実に即して，図，表などを用いて表すなどの工夫
をしながら，落ちや重なりがないように，順序よく調べてい
こうとする態度を育てるよう配慮する必要がある。
例えば，４人が一列に並ぶ場合を

考えるとき，特定のＡが先頭に立つ
場合を考える。２番目の位置にＢが
並ぶとすると，３番目はＣかＤであ
る。起こりうる場合を，図をかいて
調べると24通りであることが分かる。
また，四つのチームの対戦の組み合わせを考えるときには，

右の図や表に示すよ
うな方法で，すべて
の場合を落ちや重な
りがないように調べ
ていくことができる。

このように，図や表を適切に用いることができるようにす
るとともに，条件に従って筋道を立てて考えを進めていける
ようにすることが大切である。また，名前を記号化して端的
に表すことは，順序よく整理して調べる際に有効であること
を実感できるようにすることも大切である。


